
楽しい犬のしつけ方 
飼主がリーダーになるために  （リーダーとは群れの中の優しい王様） 

 

①  アイコンタクト（飼主に注目させる） 

        名前を呼んだらリーダーの目を見るようにする。 

②  食事の順序  

        食事は家族の人が先にとる。 
       犬の食べ物は家族の人が与え、食べ残しはさせないように管理する。 

③  行動の順序 

        ドアの出入りは、人が先にする。 
       散歩は犬を先に歩かせない。 
       遊びは人が始め、犬が飽きる前に人が終わらせる。 
       ゲームで人は負けてはいけない。 

④  コマンド（命令）の繰り返し・時間 

        命令を実行させることで、服従心をつける。1 回の時間は短く、回数は多く。 
         ・ お座り ・ ふせ ・ 立って ・おいで ・まて ・ ついて ・ その他 

⑤  リーダーが一番いい場所をとる 

        人より高い位置に、犬を上げない。 
       人がよけずに、犬を優しくどかせる。 

⑥  リーダーのハンドリングを受け入れさせる 

        体を触ることに慣れさせる。 
         ・グルーミング（くしかけ･ブラッシング・爪切り等） 
         ・マズルコントロール（口を手で抑える）・頚部を触って抑える。 

⑦  成功はほめる 

        始めのうちは出来たら、すぐに御褒美をあげる。 

⑧  いつも変わりのない態度で犬に接する 

        その度ごとにリーダーの態度・言葉が違っていては、犬はわからなくなります。 

⑨  犬も、人も楽しく続ける  

      続けることが大切です。人も犬も、厳しいだけでは長続きしません。 


